












A Note on Correspondence to 






































量の推移は、1970年度が 2,730億 kWh、1990年度が 6,780億 kWhであったの
に対し、2010年度は 9,310億 kWhであった 1)。つまり、1970年度の約 3.5倍、
1990年度の約 1.4倍の電力を消費したことになる。
　一方、電力供給量（発電量）は、1970年度が 2,939億 kWh、1990年度が 7,376























（1990年）の CO2換算 1,261.3百万 tから、2010年には同 1,258.0百万 tに減
少しているが、これらのうち CO2を取り出すと、基準年（1990年）の 1,144.1
百万 tに対し、2010年には 1,191.9百万 tに増加している。
　先に、原子力発電は発電過程で CO2を排出しないために温室効果ガス対策
に貢献できるとされている点について触れたが、京都議定書基準年（1990年）






































































































































































　「ロハス」（LOHAS）とは、Lifestyles Of Health And Sustainability（健康と環
境に配慮した生活様式）の頭文字をとった略語である。この用語は 2000年に

















において 1990～ 97年の間に利用件数で 47.3％、総支出額で 45.2％の増加があっ
たことから、これだけ高い伸びしろをもつ産業として、LOHASは無視できな
いということである 24)。





























































































































5)  http://www-gio.nies.go.jp/aboutghg/nir/nir-j.html で入手可。










航空が 4.0倍であり、貨物では自動車が鉄道の 7.3倍、内航海運が 1.2倍であった。
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